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大!波大学日本語日本文化教育研究センターの学部留学生プログラム上級コース (U A) は、学習者の日本語









教育を受けるコースがある。その中で、上級レベルとして UA クラスがある。 2009"""2010年度
はUA1 ，....， 3 の 3 クラスが置かれ、どのクラスも週2コマの作文の授業が設けられている。だが、
一言でUA クラスといっても、じ Al と UA3 クラスでは日本語力にかなりのレベル差がある o







































対処法を見つけ出していく問題発見…解決能力J (河野 (1998)) が必要とされる。大学で問題
を告ら見つけ解決していこうとする姿勢と、論文の書き方は大きくかかわっているというわけ
である。
また、戸田山 (2002) は、「論文には次の 3 つの柱がある。 (1) 与えられた問い、あるいは自
分で立てた向いに対して、 (2) 一つの明確な答えを主張し、 (3) その主張を論理的に裳づける






















































から JI慎にじ Al 、 2 、 3 と分けられる。
学習項目は大きく分けると、 r 1.入門期J → r 2. 作文から論文へ」→ r3 .論文を書く」





























































































UAl クラスでは、ほほ 1 年開を通じて論文を書く指導を行っているが、ここでは、その中

























































































































































場合もある。そこで、「上級作文の入門期」からスタートし、 r 2. 作文から論文へJ、 r 3. 論
文を書く」を経て、 1 '" 2 月期にじ Al 同様 r 4. 修了論文の作成」に至る。 r3. 論文を書く」
は、進度によって 1 本になったり、 2 本になる場合もある。最終課題はUAl と同様なので、








































































































この時期には3000 ，.._， 4000字程度の論文を書くが、その中の 1 つに「最近のニュースを考えるJ
という作文課題がある。学習者は、経済、経営など社会科学系に進学予定の者でも、意外に日
本のニュースを知らなかったり、薪聞を読まなかったりする。そこで、新鰐を読んでコメント
をする作文課題を与えている。条件は、 2 紙以上を扱うこと、 l 紙は日本の新関とすること、
この 2 紙を比較しでもいいし、 2 紙から得られたf脅報をもとに考えたことを書いても良い、と
























































年間の学習項百は、 1 1.入門期j → 12. 作文から論文へ」→ 14. 修了論文の作成 (3000




まず、 UAl 、 2 と比較して授業を行う期間が短いという点である。 UAl 、 2 の場合は作
文などの技能別の授業は 4 丹から開始するが、 UA3 では、技能別の授業を行う前に、中級文
法の復習が行われる。そして、後習終了後に技能別の授業へと入って行く。技能別の授業が始
まる時期は年によって異なる。例えば、 2010年疫の場合は、 6 月初制であった。このような
情から、 UA3 の場合は、 1 1.入内期J から 14. 修了論文の作成」までをより短期間で終わ
らせる必要が出てくる。
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本論@結論・参考文献)で文章を書く経験ができると考えたためである o U A 3 では時間の都
合上 13. 論文を書く J を行わないため、修了論文の龍に論文形式で文章を書く機会がな L 、。
したがって、このレポート併に沿って文章を書くことで、その経験をしようと考えたのである。
この課題の全体的な進め方は「テーマの決定、資料を集める J →「問題規定文 (1伺い」と
「答え(自分の主張)J) とアウトラインを書く、発表J →「論文を書く J →「発表、ディスカッ
ション」となっている。なお、問題規定文を作るのは、自分が何を問題点としてとらえ、それ
に対してどのような主張を行うのかを意識させるためである。また、異体的な方法は次の通り
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